
今年度はこれまでの取組を活かして、有事の際
に指定避難所の運営をスムーズに行うための指定
避難所運営マニュアルを作成および、そのマニュ
アルを活用した指定避難所運営訓練の実施を目標
に活動してこられました。

指定避難所運営マニュアルを作成するにあたっ
ては、大宮町区長協議会の役員を中心に、当市の
防災や避難所を管理している担当課や石原准教授
およびそのゼミ生との検討委員会にて大宮町に
あった指定避難所運営のあり方について協議し、
その後大宮町区長会の全体会議で報告されました。

このマニュアル作りに携わった大宮町区長協議
会の川口会長は「このマニュアルは作ったら終わ
りではない。マニュアルを活用した指定避難所運
営訓練を行い、その中で出てきた課題を修正して
いき、より実用的なマニュアルに改良していきた
い」と仰っていました。
2月に予定していた指定避難所運営訓練につい

ては、京都府にまん延防止等重点措置が適用され
たことから、残念ながら来年度に延期となりまし
たが、来年度の訓練実施に向け、龍谷大学にアン
ケートの作成を依頼するなど、着々と準備を進め
ておられます。来年度の取り組みにご期待くださ
い。
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年 齢 R4.2月末 (前月比)

0歳～14歳 1,273人（ ＋2 )

15歳～64歳 5,700人（ －16）

65歳～ 3,020人（ －4 ）

合 計 9,993人（ －18 ）

市HP内掲載記事へ

町域の指定避難所運営マニュアルが完成しました！

大宮町区長協議会と龍谷大学政策学部石原ゼミとの取り組み。
大地震等の災害時における指定避難所の運営を地域が主体と
なって円滑に進めていくことを目的に、防災に関する研修や
防災訓練などの取組を令和元年より行っています。

京丹後市
初！

防災プロジェクト

次のおうちが
見つかりました！↓

江戸時代のお雛様も。
着物も必見です！↓

↑検討委員会の様子

日頃からの
＼備えも大事／

1月24日～2月18日まで五十河区の
小町公園内でひな人形展が開催され、
今年は約800体が集まりました。地域
の方で一つずつ丁寧に並べられ、ど
こもかしこも個性的な人形に囲まれ
ました。

5回目の開催で認知度も上がってき
て、気に入ったひな人形を持ち帰り
たいという方や、来年持ってきたい
という声が多くありました。

五十河地区が映画の撮影に使われる
とのことで、今年は例年より早めの
開催でした。いろんな形で地域の魅
力が伝わっています。

第5回ひな人形展

＠小町公園「小町の舎」

よく見ると
個性的な顔の
人形がたくさん！



今年度ももう終わりです。卒業や進学・就職をされる皆さま、おめでとうございます！！
新しい環境はわくわくドキドキしますね！そんな時こそ深呼吸して平常心でいきましょ～。
おおみやトピックスに載せてほしいことやご感想・ご質問があれば、大宮市民局69-0712（担当：谷村）
にお気軽にお問合せ下さい！

味噌作りをさせ
てもらいました。
くどの火加減が
難しく何度か吹
きこぼしてしま
いました。→

タニムラの

編集後記

大宮町の地域おこし協力隊に着任して7ケ月。い
ろいろな経験が新鮮です。年末の雪の多さに、先
行きが不安になりましたが、雪との付き合い方を
教えて頂き、冬が乗り越えられました。少し雪か
きもうまくなりました。

何をしてたかな、と振り返ると食べ物の写真ば
かり…、牡蠣やしし鍋、こんにゃくなどおいしい
ものをたくさんいただきました！

暖かくなってきたので、これからは町内をうろ
うろして、お気に入りスポットを増やしていこう
と思います。おすすめがあれば教えて下さい！

↑口大野麺打ち倶楽部のみなさんと龍谷大学石原ゼ
ミのみなさんとそば饅頭を作りました。お蕎麦も作
らせてもらい、出来立てをみんなで頂くのは格別で
した♪

ワークショップを行うに先立ち、まずは五十河
5集落それぞれの状況を整理するため、集落の人
口や歴史、いま行われている地域の共同活動等を
まとめた「集落カルテ」が作成されました。その
後、過疎の先進地である島根県で活動されている
方からの話を聞く勉強会や続けたい地域活動を無
理なく続けていくための方法についての話合いが
行われました。

参加者からは「地域活動の作業量を減らすのでは
なく、「省略化」する方向で考えていきたい」
「どの単位（単区、複数区、町域）で、どのよう
に分担し、暮らしに必要なことを守っていくかが
重要」「手が足りない共同作業を外に出た人に
戻って手伝ってもらうという方法は目から鱗だっ
た。楽しい行事も同時に行うなど、手伝ってもら
うための仕掛けも大事」などの感想がありました。
来年度も引き続きワークショップは行われる予

定なので、五十河地域に住んでおられる方はぜひ
ご参加ください。日時等詳しい内容は開催前に配
布される案内チラシをご覧ください。

↑
他の地区の状況にみなさん
興味深々です。

五十河
ワークショップ

五十河地域では大宮町の中で一番少子高齢化が進んでいる地
域で、2030年の生産人口は現在と比べ4割程度減ることが予
想されます。このワークショップでは地域の担い手が減って
も暮らしの質を落とさない方法を考えることを目的に、五十
河区長会と京都府が連携し行われています。

～これからの「暮らしやすい」を考えよう～

←作業の現状が一目瞭然で
見やすいです。

うちの猫は
雪の上も平
気で歩いて
いました。
←他地域の地域おこし協力隊

と大宮町を回りました。
もっと案内できるところを
増やしていきたいです。→

←地域の方から機織りをされ
てきた歴史を聴けたのが興味
深かったです。手前みそまで
頂いてしまいました。去年自
分で作ったものと全然色が違
う！

移住日記


